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(57)【要約】
【課題】光透過率制御の可能な表示装置を提供する。
【解決手段】光を放出する第１領域及び第１領域と隣接
して外光を透過する第２領域が一方向に交互に配列され
た透明表示素子と、透明表示素子が放出する光路上に配
されて外光を線形偏光させる第１偏光器と、第１偏光器
と透明表示素子との間に配されて外光の位相を遅延させ
る第１リターダと、透明表示素子が放出する光路の反対
側に配されて外光を線形偏光させる第２偏光器と、第２
偏光器と透明表示素子との間に配され、透明表示素子の
第１領域と第２領域との配列方向と同方向に外光の波長
を第１位相ほど遅延させる第２リターダと、第２位相ほ
ど遅延させる第３リターダとが交互に配列されたパター
ンリターダと、を備える光透過率制御の可能な表示装置
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を放出する第１領域及び前記第１領域と隣接して外光を透過する第２領域が一方向に
交互に配列された透明表示素子と、
　前記透明表示素子が放出する光路上に配されて前記外光を線形偏光させる第１偏光器と
、
　前記第１偏光器と前記透明表示素子との間に配されて前記外光の位相を遅延させる第１
リターダと、
　前記透明表示素子が放出する光路の反対側に配されて前記外光を線形偏光させる第２偏
光器と、
　前記第２偏光器と前記透明表示素子との間に配され、前記透明表示素子の前記第１領域
と前記第２領域との配列方向と同方向に前記外光の波長を第１位相だけ遅延させる第２リ
ターダと、第２位相だけ遅延させる第３リターダとが交互に配列されたパターンリターダ
と、を備える、光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項２】
　前記第１リターダが、前記外光の波長を前記第１位相だけ遅延させることを特徴とする
、請求項１に記載の光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項３】
　前記第１偏光器及び前記第２偏光器が、互いに同じ方向の偏光軸を持つことを特徴とす
る、請求項２に記載の光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項４】
　前記第１位相及び前記第２位相の絶対値が同一であり、回転方向が異なり、
　前記第３リターダが前記第２領域に対応するように前記パターンリターダの位置が調節
されれば、前記表示装置が、前記外光を透過させることを特徴とする、請求項３に記載の
光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項５】
　前記第１位相及び前記第２位相の絶対値が同一であり、回転方向が異なり、
　前記第２リターダが前記第２領域に対応するように前記パターンリターダの位置が調節
されれば、前記表示装置が、前記外光を遮断することを特徴とする、請求項３に記載の光
透過率制御の可能な表示装置。
【請求項６】
　前記第１偏光器及び前記第２偏光器が、互いに直交する方向の偏光軸を持つことを特徴
とする、請求項２に記載の光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項７】
　前記第１位相及び前記第２位相の絶対値が同一であり、回転方向が異なり、
　前記第３リターダが前記第２領域に対応するように前記パターンリターダの位置が調節
されれば、前記表示装置が、前記外光を遮断することを特徴とする請求項６に記載の光透
過率制御の可能な表示装置。
【請求項８】
　前記第１位相及び前記第２位相の絶対値が同一であり、回転方向が異なり、
　前記第２リターダが前記第２領域に対応するように前記パターンリターダの位置が調節
されれば、前記表示装置が、前記外光を透過することを特徴とする、請求項６に記載の光
透過率制御の可能な表示装置。
【請求項９】
　前記透明表示素子の前記第１領域及び前記第２領域が垂直方向に交互に配列され、
　前記パターンリターダの前記第２リターダと前記第３リターダとが、前記透明表示素子
に対応して垂直方向に交互に配列されることを特徴とする、請求項１に記載の光透過率制
御の可能な表示装置。
【請求項１０】
　前記パターンリターダを、上または下方向に前記画素ピッチの半分だけ移動させる位置
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変更部をさらに備えることを特徴とする、請求項９に記載の光透過率制御の可能な表示装
置。
【請求項１１】
　前記透明表示素子の前記第１領域及び前記第２領域が水平方向に交互に配列され、
　前記パターンリターダの前記第２リターダと前記第３リターダとが、前記透明表示素子
に対応して水平方向に交互に配列されることを特徴とする、請求項１に記載の光透過率制
御の可能な表示装置。
【請求項１２】
　前記パターンリターダを、左または右方向に前記画素ピッチの半分だけ移動させる位置
変更部をさらに備える、請求項１１に記載の光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項１３】
　前記第２リターダと前記第３リターダとの延伸軸が互いに垂直であることを特徴とする
、請求項１に記載の光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項１４】
　前記第２リターダの数と前記第３リターダの数との和が、前記第２領域の数の２倍より
１だけ多いことを特徴とする、請求項１に記載の光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項１５】
　前記第２リターダの数が前記第３リターダの数より１だけ多いか、または、前記第３リ
ターダの数が前記第２リターダの数より１だけ多いことを特徴とする、請求項１４に記載
の光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項１６】
　光を放出する第１領域、及び前記第１領域と隣接して外光を透過する第２領域が一方向
に交互に配列された透明表示素子と、
　前記透明表示素子が放出する光路上に配され、前記外光の波長を第１位相だけ遅延させ
て円形偏光させる第１円偏光器と、
　前記透明表示素子が放出する光路の反対側に配され、前記外光を前記第１位相だけ遅延
させる第１遅延領域と、第２位相だけ遅延させる第２遅延領域とが、前記透明表示素子の
前記第１領域及び前記第２領域との配列方向と同方向に繰り返し形成され、前記外光を前
記第１位相または前記第２位相だけ遅延させつつ円偏光させる第２円偏光器と、を備える
、光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項１７】
　前記第１円偏光器が、
　前記透明表示素子が放出する光路上に配されて前記外光を線形偏光させる第１偏光器と
、第１偏光器と前記透明表示素子との間に配されて前記外光の波長を前記第１位相だけ遅
延させる第１リターダと、を備え、
　前記第２円偏光器が、
　前記透明表示素子が放出する光路の反対側に配されて前記外光を線形偏光させる第２偏
光器と、前記第２偏光器と前記透明表示素子との間に配され、前記外光の波長を前記第１
位相だけ遅延させる第２リターダと、前記第２位相だけ遅延させる第３リターダとが交互
に配列されたパターンリターダと、を備える、請求項１６に記載の光透過率制御の可能な
表示装置。
【請求項１８】
　前記第１位相及び前記第２位相の絶対値が同一であり、回転方向が異なり、
　前記第１円偏光器及び前記第２円偏光器が、互いに同じ方向の偏光軸を持ち、
　前記第２円偏光器の前記第１遅延領域または前記第２遅延領域が前記第２領域に対応す
るように、前記第２円偏光器と前記透明表示素子との相対的位置を調節して前記外光を遮
断または透過させる位置変更部をさらに備える、請求項１６に記載の光透過率制御の可能
な表示装置。
【請求項１９】
　前記第１位相及び前記第２位相の絶対値が同一であり、回転方向が異なり、
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　前記第１円偏光器と前記第２円偏光器とが、互いに直交する方向の偏光軸を持ち、
　前記第２円偏光器の前記第１遅延領域または前記第２遅延領域が前記第２領域に対応す
るように、前記第２円偏光器と前記透明表示素子との相対的位置を調節して前記外光を遮
断または透過させる位置変更部をさらに備える、請求項１６に記載の光透過率制御の可能
な表示装置。
【請求項２０】
　前記透明表示素子の前記第１領域及び前記第２領域が垂直または水平方向に互いに繰り
返されるパターンを持ち、
　前記第２円偏光器の前記第１遅延領域と前記第２遅延領域とが、前記透明表示素子のパ
ターン方向と同方向に互いに繰り返されるパターンを持つ、請求項１６に記載の光透過率
制御の可能な表示装置。
【請求項２１】
　光を放出する第１領域及び前記第１領域と隣接して外光を透過する第２領域を備える画
素が形成された第１基板と、前記第１基板を密封する第２基板とを備える透明表示素子と
、
　前記透明表示素子の前記第１基板の外側に配されて前記外光を線形偏光させる第１偏光
器と、
　前記第１偏光器と前記第１基板との間に配されて前記外光を第１位相だけ遅延させる第
１リターダと、
　前記透明表示素子の第２基板の外側に配されて前記外光を線形偏光させる第２偏光器と
、
　前記第２偏光器と前記第２基板との間に配され、前記外光の波長を第２位相だけ遅延さ
せる第２リターダと、第３位相だけ遅延させる第３リターダとを互いに繰り返して配した
パターンリターダと、を備える、光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項２２】
　前記第１位相及び前記第２位相が同一であり、
　前記第１位相及び前記第３位相の絶対値が同一であり、回転方向が異なることを特徴と
する、請求項２１に記載の光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項２３】
　前記第１偏光器及び前記第２偏光器が、互いに同じ方向の偏光軸を持ち、
　前記第２リターダまたは前記第３リターダが前記第２領域に対応するように、前記パタ
ーンリターダと前記透明表示素子との相対的位置を調節して前記外光を遮断または透過さ
せる位置変更部をさらに備える、請求項２２に記載の光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項２４】
　前記第１偏光器及び前記第２偏光器が、互いに直交する方向の偏光軸を持ち、
　前記第２リターダまたは前記第３リターダが前記第２領域に対応するように、前記パタ
ーンリターダと前記透明表示素子との相対的位置を調節して前記外光を透過または遮断さ
せる位置変更部をさらに備える、請求項２２に記載の光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項２５】
　前記透明表示素子の前記第１領域及び前記第２領域が垂直または水平方向に互いに繰り
返されるパターンを持ち、
　前記パターンリターダの前記第２リターダ及び前記第３リターダが、前記透明表示素子
のパターン方向と同方向に交互に配列されるパターンを持つ、請求項２１に記載の光透過
率制御の可能な表示装置。
【請求項２６】
　光を放出する第１領域、及び前記第１領域と隣接して外光を透過する第２領域を備える
画素が形成された第１基板と、前記第１基板を密封する第２基板とを備える透明表示素子
と、
　前記透明表示素子の前記第２基板の外側に配されて前記外光を線形偏光させる第１偏光
器と、
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　前記第１偏光器と前記第２基板との間に配されて前記外光を第１位相だけ遅延させる第
１リターダと、
　前記透明表示素子の前記第１基板の外側に配されて前記外光を線形偏光させる第２偏光
器と、
　前記第２偏光器と前記第１基板との間に配され、前記外光の波長を第２位相だけ遅延さ
せる第２リターダと、第３位相だけ遅延させる第３リターダとを互いに繰り返して配した
パターンリターダと、を備える、光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項２７】
　前記第１位相及び前記第２位相が同一であり、
　前記第１位相及び前記第３位相の絶対値が同一であり、回転方向が異なることを特徴と
する請求項２６に記載の光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項２８】
　前記第１偏光器及び前記第２偏光器が、互いに同じ方向の偏光軸を持ち、
　前記第２リターダまたは前記第３リターダが前記第２領域に対応するように、前記パタ
ーンリターダと前記透明表示素子との相対的位置を調節して前記外光を遮断または透過さ
せる位置変更部をさらに備える、請求項２７に記載の光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項２９】
　前記第１偏光器及び前記第２偏光器が、互いに直交する方向の偏光軸を持ち、
　前記第２リターダまたは前記第３リターダが前記第２領域に対応するように、前記パタ
ーンリターダと前記透明表示素子との相対的位置を調節して前記外光を透過または遮断さ
せる位置変更部をさらに備える、請求項２７に記載の光透過率制御の可能な表示装置。
【請求項３０】
　前記透明表示素子の前記第１領域及び前記第２領域が垂直または水平方向に互いに繰り
返されるパターンを持ち、
　前記パターンリターダの前記第２リターダ及び前記第３リターダが、前記透明表示素子
のパターン方向と同方向に交互に配列されるパターンを持つ、請求項２６に記載の光透過
率制御の可能な表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に係り、さらに詳細には、モードによって光透過率を変化させる表
示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　有機発光表示装置は、視野角、コントラスト、応答速度、消費電力などの側面で特性に
優れるため、ＭＰ３プレーヤや携帯電話などの個人用携帯機器からテレビ（ＴＶ）に至る
まで応用範囲が拡がりつつある。これらの有機発光表示装置は、自発光特性を持ち、液晶
表示装置と異なって別途の光源を必要としないため厚さ及び重量を低減させうる。また、
有機発光表示装置は、装置内部の薄膜トランジスタや有機発光素子を透明な形態に作り、
画素領域とは別途に透過領域（または、透過窓）を形成することで、透明表示装置に形成
できる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明の一実施形態は、透明表示素子への最小追加部材で低電力で光透過率を制御する
表示装置を提供するところに目的がある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の望ましい一実施形態による光透過率制御の可能な表示装置は、光を放出する第
１領域及び前記第１領域と隣接して外光を透過する第２領域が一方向に交互に配列された
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透明表示素子と、前記透明表示素子が放出する光路上に配されて前記外光を線形偏光させ
る第１偏光器と、前記第１偏光器と前記透明表示素子との間に配されて前記外光の位相を
遅延させる第１リターダと、前記透明表示素子が放出する光路の反対側に配されて前記外
光を線形偏光させる第２偏光器と、前記第２偏光器と前記透明表示素子との間に配され、
前記透明表示素子の前記第１領域と前記第２領域との配列方向と同方向に前記外光の波長
を第１位相だけ遅延させる第２リターダと、第２位相だけ遅延させる第３リターダとが交
互に配列されたパターンリターダと、を備える。
【０００５】
　前記第１リターダは、前記外光の波長を前記第１位相だけ遅延させる。
【０００６】
　前記第１偏光器及び前記第２偏光器は、互いに同じ方向の偏光軸を持つ。
【０００７】
　前記第１位相及び前記第２位相の絶対値は同一であり、回転方向は異なり、前記第３リ
ターダが前記第２領域に対応するように前記パターンリターダの位置が調節されれば、前
記表示装置は、前記外光を透過させる。
【０００８】
　前記第１位相及び前記第２位相の絶対値は同一であり、回転方向は異なり、前記第２リ
ターダが前記第２領域に対応するように前記パターンリターダの位置が調節されれば、前
記表示装置は、前記外光を遮断する。
【０００９】
　前記第１偏光器及び前記第２偏光器は、互いに直交する方向の偏光軸を持つ。
【００１０】
　前記第１位相及び前記第２位相の絶対値は同一であり、回転方向は異なり、前記第３リ
ターダが前記第２領域に対応するように前記パターンリターダの位置が調節されれば、前
記表示装置は、前記外光を遮断する。
【００１１】
　前記第１位相及び前記第２位相の絶対値は同一であり、回転方向は異なり、前記第２リ
ターダが前記第２領域に対応するように前記パターンリターダの位置が調節されれば、前
記表示装置は、前記外光を透過する。
【００１２】
　前記透明表示素子の前記第１領域及び前記第２領域が垂直方向に交互に配列され、前記
パターンリターダの前記第２リターダと前記第３リターダとが、前記透明表示素子に対応
して垂直方向に交互に配列される。
【００１３】
　前記パターンリターダを、上または下方向に前記画素ピッチの半分だけ移動させる位置
変更部をさらに備える。
【００１４】
　前記透明表示素子の前記第１領域及び前記第２領域が水平方向に交互に配列され、前記
パターンリターダの前記第２リターダと前記第３リターダとは、前記透明表示素子に対応
して水平方向に交互に配列される。
【００１５】
　前記パターンリターダを、左または右方向に前記画素ピッチの半分だけ移動させる位置
変更部をさらに備える。
【００１６】
　前記第２リターダと前記第３リターダとの延伸軸が互いに垂直である。
【００１７】
　前記第２リターダの数と前記第３リターダの数との和は、前記第２領域の数の２倍より
１だけ多い。
【００１８】
　前記第２リターダの数は前記第３リターダの数より１だけ多いか、または、前記第３リ



(7) JP 2013-254734 A 2013.12.19

10

20

30

40

50

ターダの数は前記第２リターダの数より１だけ多い。
【００１９】
　本発明の望ましい一実施形態による光透過率制御の可能な表示装置は、光を放出する第
１領域、及び前記第１領域と隣接して外光を透過する第２領域が一方向に交互に配列され
た透明表示素子と、前記透明表示素子が放出する光路上に配され、前記外光の波長を第１
位相だけ遅延させて円形偏光させる第１円偏光器と、前記透明表示素子が放出する光路の
反対側に配され、前記外光を前記第１位相だけ遅延させる第１遅延領域と、第２位相だけ
遅延させる第２遅延領域とが、前記透明表示素子の前記第１領域及び前記第２領域との配
列方向と同方向に繰り返し形成され、前記外光を前記第１位相または前記第２位相だけ遅
延させつつ円偏光させる第２円偏光器と、を備える。
【００２０】
　前記第１円偏光器は、前記透明表示素子が放出する光路上に配されて前記外光を線形偏
光させる第１偏光器と、第１偏光器と前記透明表示素子との間に配されて前記外光の波長
を前記第１位相だけ遅延させる第１リターダと、を備え、前記第２円偏光器は、前記透明
表示素子が放出する光路の反対側に配されて前記外光を線形偏光させる第２偏光器と、前
記第２偏光器と前記透明表示素子との間に配され、前記外光の波長を前記第１位相だけ遅
延させる第２リターダと、前記第２位相だけ遅延させる第３リターダとが交互に配列され
たパターンリターダと、を備える。
【００２１】
　前記第１位相及び前記第２位相の絶対値は同一であり、回転方向は異なり、前記第１円
偏光器及び前記第２円偏光器は、互いに同じ方向の偏光軸を持ち、前記第２円偏光器の前
記第１遅延領域または前記第２遅延領域が前記第２領域に対応するように、前記第２円偏
光器と前記透明表示素子との相対的位置を調節して前記外光を遮断または透過させる位置
変更部をさらに備える。
【００２２】
　前記第１位相及び前記第２位相の絶対値は同一であり、回転方向は異なり、前記第１円
偏光器と前記第２円偏光器とは、互いに直交する方向の偏光軸を持ち、前記第２円偏光器
の前記第１遅延領域または前記第２遅延領域が前記第２領域に対応するように、前記第２
円偏光器と前記透明表示素子との相対的位置を調節して前記外光を遮断または透過させる
位置変更部をさらに備える。
【００２３】
　前記透明表示素子の前記第１領域及び前記第２領域が垂直または水平方向に互いに繰り
返されるパターンを持ち、前記第２円偏光器の前記第１遅延領域と前記第２遅延領域とが
、前記透明表示素子のパターン方向と同方向に互いに繰り返されるパターンを持つ。
【００２４】
　本発明の望ましい一実施形態による光透過率制御の可能な表示装置は、光を放出する第
１領域、及び前記第１領域と隣接して外光を透過する第２領域を備える画素が形成された
第１基板と、前記第１基板を密封する第２基板とを備える透明表示素子と、前記透明表示
素子の前記第１基板の外側に配されて前記外光を線形偏光させる第１偏光器と、前記第１
偏光器と前記第１基板との間に配されて前記外光を第１位相だけ遅延させる第１リターダ
と、前記透明表示素子の第２基板の外側に配されて前記外光を線形偏光させる第２偏光器
と、前記第２偏光器と前記第２基板との間に配され、前記外光の波長を第２位相だけ遅延
させる第２リターダと、第３位相だけ遅延させる第３リターダとを互いに繰り返して配し
たパターンリターダと、を備える。
【００２５】
　前記第１位相及び前記第２位相は同一であり、前記第１位相及び前記第３位相の絶対値
は同一であり、回転方向は異なる。
【００２６】
　前記第１偏光器及び前記第２偏光器は、互いに同じ方向の偏光軸を持ち、前記第２リタ
ーダまたは前記第３リターダが前記第２領域に対応するように、前記パターンリターダと



(8) JP 2013-254734 A 2013.12.19

10

20

30

40

50

前記透明表示素子との相対的位置を調節して前記外光を遮断または透過させる位置変更部
をさらに備える。
【００２７】
　前記第１偏光器及び前記第２偏光器は、互いに直交する方向の偏光軸を持ち、前記第２
リターダまたは前記第３リターダが前記第２領域に対応するように、前記パターンリター
ダと前記透明表示素子との相対的位置を調節して前記外光を透過または遮断させる位置変
更部をさらに備える。
【００２８】
　前記透明表示素子の前記第１領域及び前記第２領域が垂直または水平方向に互いに繰り
返されるパターンを持ち、前記パターンリターダの前記第２リターダ及び前記第３リター
ダが、前記透明表示素子のパターン方向と同方向に交互に配列されるパターンを持つ。
【００２９】
　本発明の望ましい一実施形態による光透過率制御の可能な表示装置は、光を放出する第
１領域、及び前記第１領域と隣接して外光を透過する第２領域を備える画素が形成された
第１基板と、前記第１基板を密封する第２基板とを備える透明表示素子と、前記透明表示
素子の前記第２基板の外側に配されて前記外光を線形偏光させる第１偏光器と、前記第１
偏光器と前記第２基板との間に配されて前記外光を第１位相だけ遅延させる第１リターダ
と、前記透明表示素子の第１基板の外側に配されて前記外光を線形偏光させる第２偏光器
と、前記第２偏光器と前記第１基板との間に配され、前記外光の波長を第２位相だけ遅延
させる第２リターダと、第３位相だけ遅延させる第３リターダとを互いに繰り返して配し
たパターンリターダと、を備える。
【００３０】
　前記第１位相及び前記第２位相は同一であり、前記第１位相及び前記第３位相の絶対値
は同一であり、回転方向は異なる。
【００３１】
　前記第１偏光器及び前記第２偏光器は、互いに同じ方向の偏光軸を持ち、前記第２リタ
ーダまたは前記第３リターダが前記第２領域に対応するように、前記パターンリターダと
前記透明表示素子との相対的位置を調節して前記外光を遮断または透過させる位置変更部
をさらに備える。
【００３２】
　前記第１偏光器及び前記第２偏光器は、互いに直交する方向の偏光軸を持ち、前記第２
リターダまたは前記第３リターダが前記第２領域に対応するように、前記パターンリター
ダと前記透明表示素子との相対的位置を調節して前記外光を透過または遮断させる位置変
更部をさらに備える。
【００３３】
　前記透明表示素子の第１領域及び第２領域が垂直または水平方向に互いに繰り返される
パターンを持ち、前記パターンリターダの第２リターダ及び第３リターダが、前記透明表
示素子のパターン方向と同方向に交互に配列されるパターンを持つ。
【発明の効果】
【００３４】
　本発明の一実施形態によれば、透明表示素子の外側に光学部材を配することで、表示装
置に必要な構成要素を最小化しつつ低電力で外光の透過率を制御できる。これによって、
表示装置の重量減少、製造工数の低減、コストダウン及び不良率減少の長所がある。
【００３５】
　また本発明の一実施形態によれば、透過モード時の透過率を高め、ブラックモード時の
透過率を低減させる。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の一実施形態による表示装置を概略的に示す断面図である。
【図２】図１に示した透明表示素子の概略的な平面図である。
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【図３】図１に示したパターンリターダの概略的な平面図である。
【図４】図１に示した透明表示素子に含まれた画素の一実施形態を示す図面である。
【図５】図１に示した透明表示素子に含まれた画素の一実施形態を示す図面である。
【図６】図４及び図５に示したサブ画素Ｐｒ、Ｐｇ、Ｐｂのうちいずれか一つのサブ画素
の断面図である。
【図７】本発明の他の実施形態による表示装置を概略的に示す断面図である。
【図８】図７に示した透明表示素子に含まれた画素の一実施形態を示す図面である。
【図９】図７に示した透明表示素子に含まれた画素の一実施形態を示す図面である。
【図１０】図８及び図９に示したサブ画素Ｐｒ、Ｐｇ、Ｐｂのうちいずれか一つのサブ画
素の断面を示す図面である。
【図１１】本発明の一実施形態による表示装置の動作を概略的に説明するための図面であ
る。
【図１２Ａ】図１１に示した透明表示素子とパターンリターダとの相対的な位置変化を説
明する例示図である。
【図１２Ｂ】図１１に示した透明表示素子とパターンリターダとの相対的な位置変化を説
明する例示図である。
【図１２Ｃ】図１１に示した透明表示素子とパターンリターダとの相対的な位置変化を説
明する例示図である。
【図１３】本発明の他の実施形態による表示装置の動作を概略的に説明するための図面で
ある。
【図１４Ａ】図１３に示した透明表示素子とパターンリターダとの相対的な位置変化を説
明する例示図である。
【図１４Ｂ】図１３に示した透明表示素子とパターンリターダとの相対的な位置変化を説
明する例示図である。
【図１４Ｃ】図１３に示した透明表示素子とパターンリターダとの相対的な位置変化を説
明する例示図である。
【図１５】本発明の一実施形態による偏光板とリターダとの組み合わせによる表示装置の
外光透過率調節を説明する図面である。
【図１６】本発明の一実施形態による偏光板とリターダとの組み合わせによる表示装置の
外光透過率調節を説明する図面である。
【図１７】本発明の一実施形態による偏光板とリターダとの組み合わせによる表示装置の
外光透過率調節を説明する図面である。
【図１８】本発明の一実施形態による偏光板とリターダとの組み合わせによる表示装置の
外光透過率調節を説明する図面である。
【図１９】本発明の他の実施形態による表示装置の動作を概略的に説明するための図面で
ある。
【発明を実施するための形態】
【００３７】
　本発明は多様な変換を加えることができ、かついろいろな実施形態を持つことができる
ところ、特定実施形態を図面に例示し、詳細な説明に詳細に説明しようとする。しかし、
これは本発明を特定の実施形態に限定しようとするものではなく、本発明の思想及び技術
範囲に含まれるあらゆる変換、均等物ないし代替物を含むと理解されねばならない。図面
上の同じ符号は同じ要素を参照する。本発明を説明するに際して、係る公知技術について
の具体的な説明が本発明の趣旨を不明にすると判断される場合、その詳細な説明を略する
。
【００３８】
　第１、第２などの用語は、多様な構成要素を説明するときに使われるが、構成要素は用
語によって限定されてはならない。用語は、ある構成要素を他の構成要素から区別する目
的のみで使われる。
【００３９】
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　本願で使った用語は、単に特定の実施形態を説明するために使われたものであり、本発
明を限定するものではない。単数の表現は、文脈上明らかに異なって意味しない限り、複
数の表現を含む。本願で、“含む”または“持つ”などの用語は、明細書に記載の特徴、
数、段階、動作、構成要素、部品またはこれらを組み合わせたものが存在するということ
を指定しようとするものであり、一つまたはそれ以上の他の特徴や数、段階、動作、構成
要素、部品またはこれらを組み合わせたものなどの存在または付加可能性を予め排除しな
いと理解されねばならない。
【００４０】
　本発明の実施形態を説明する図面において、ある階や領域は明細書の明確性のために厚
さを拡大して示した。また層、膜、領域、板などの部分が他の部分の“上に”あるという
時、これは、他の部分の“真上に”ある場合だけではなく、その間にさらに他の部分があ
る場合も含む。
【００４１】
　以下、添付した図面に示した本発明に関する実施形態を参照して本発明の構成及び作用
を詳細に説明する。
【００４２】
　図１は、本発明の一実施形態による表示装置１００を概略的に示す断面図である。
【００４３】
　図１を参照すれば、表示装置１００は、外光の透過の可能な透明表示素子１０上に第１
偏光器５１、第１リターダ４１、パターンリターダ４２及び第２偏光器５２がさらに備え
られる。
【００４４】
　透明表示素子１０は、背面発光（ｂｏｔｔｏｍ　ｅｍｉｓｓｉｏｎ）する有機発光表示
装置であり、第１基板１と、第１基板１上に備えられたディスプレイ部と、ディスプレイ
部を密封する第２基板２とを備える。ディスプレイ部は、複数の画素に区切られているが
、画素は、第１基板１の方向に光を放出する画素領域３１、及び画素領域３１に隣接して
外光を透過する透過領域３２を備える。
【００４５】
　図２は、図１に示した透明表示素子１０の概略的な平面図である。
【００４６】
　図２に示したように、透明表示素子１０のディスプレイ部には複数の画素が備えられ、
複数の画素は、行方向及び列方向にマトリックス状に配列される。この時、透明表示素子
１０の画素領域３１及び透過領域３２が一方向に互いに繰り返されるパターンを持つよう
に画素が配列される。これによって、透明表示素子１０には、画素領域３１及び透過領域
３２が一方向に一定間隔で規則的に形成される。
【００４７】
　再び図１を参照すれば、透明表示素子１０から順次に第１リターダ４１及び第１偏光器
５１は、透明表示素子１０が光を放出する第１基板１の外側に配される。第１偏光器５１
と第１リターダ４１との組み合わせは、所定の方向に回転する円偏光（ｃｉｒｃｕｌａｒ
ｌｙ　ｐｏｌａｒｉｚｅｄ　ｌｉｇｈｔ）を通過させることを特徴とする。すなわち、第
１偏光器５１と第１リターダ４１との組み合わせは、左円偏光または右円偏光のうち一種
のみ通過させうるものであり、表示装置１００の全面で外光の反射を低減させてユーザに
画像を鮮やかに表示する。ここで第１偏光器５１は、入射される光を所定の方向に線形偏
光させる線形偏光器（ｌｉｎｅａｒ　ｐｏｌａｒｉｚｅｒ）であり、第１リターダ４１は
、入射される光を＋１／４波長（＋λ／４）ほど位相遅延させる位相遅延器（ｒｅｔａｒ
ｄｅｒ）である。第１リターダ４１は、線形偏光を円偏光に変換するか、または円偏光を
線形偏光に変換する。第１リターダ４１は、接着物質によって透明表示素子１０に貼り付
けられ、またはフィルム状に透明表示素子１０に貼り付けられる。
【００４８】
　透明表示素子１０から順次にパターンリターダ４２及び第２偏光器５２は、透明表示素
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子１０が光を放出しない側である第２基板２の外側に配される。ここで第２偏光器５２は
、入射される光を所定の方向に線形偏光させる線形偏光器である。パターンリターダ４２
は、入射される光を－１／４波長（－λ／４）だけ位相遅延させる第２リターダ４２１、
及び入射される光を＋１／４波長（＋λ／４）だけ位相遅延させる第３リターダ４２２を
持つ位相遅延器である。パターンリターダ４２は、線形偏光を円偏光に変換するか、また
は円偏光を線形偏光に変換する。
【００４９】
　図３は、図１に示したパターンリターダの概略的な平面図である。
【００５０】
　図３に示したように、パターンリターダ４２は、透明表示素子１０の画素領域３１及び
透過領域３２の繰り返しパターン方向と同方向に、第２リターダ４２１と第３リターダ４
２２とを互いに繰り返して備える。これによって、本発明の実施形態は、第２リターダ４
２１または第３リターダ４２２が透明表示素子１０の周期的な透過領域３２に対応するよ
うに、透明表示素子１０に対してパターンリターダ４２の相対的位置を調節することで、
外光の透過率を制御する。
【００５１】
　パターンリターダ４２の第２リターダ４２１の数及び第３リターダ４２２の数の和は、
透明表示素子１０の透過領域３２に対応するラインの数の２倍より１だけ多い。この時、
パターンリターダ４２の位置制御方法によって、第２リターダ４２１の数が第３リターダ
４２２の数より１だけ多いか、または第３リターダ４２２の数が第２リターダ４２１の数
より１だけ多い。図２及び図３に示した透明表示素子１０及びパターンリターダ４２を参
照すれば、例えば、透明表示素子１０は、５ラインの透過領域３２を備え、パターンリタ
ーダ４２は、５個の第２リターダ４２１及び６個の第３リターダ４２２、すなわち、総数
が１１個のリターダを備える。図２及び図３に示した画素数及びリターダの数は、説明の
便宜のために選択されたものであり、本発明はこれに限定されず、複数の画素及びリター
ダが備えられうるということはいうまでもない。
【００５２】
　パターンリターダ４２は、例えば、配向膜と液晶膜とを含む構造に形成されることがで
きる。配向膜は液晶膜の液晶分子を配向させ、公知の光配向性化合物を使える。液晶膜の
液晶分子は配向膜の配向によって配向される。第２リターダ４２１または第２リターダ４
２２が位置する領域ごとに配向膜の配向処理を異ならせることで液晶分子の配向状態を変
換させ、位相遅延値が周期的に変わるパターンリターダ４２を形成する。第２リターダ４
２１及び第３リターダ４２２は、互いに延伸軸が垂直である。
【００５３】
　一方、本発明の一実施形態によれば、表示装置１００は、第１偏光器５１と第２偏光器
５２とが互いに同じ偏光軸を持つことができ、他の実施形態によれば、表示装置１００は
、第１偏光器５１と第２偏光器５２とが互いに異なる偏光軸を持つ。これらの２つの実施
形態で、パターンリターダ４２の位相遅延値の制御によって低電力で外光の透過率を変換
できる表示装置１００を具現することが、本発明の一側面による特徴である。
【００５４】
　本発明の一実施形態によれば、第１偏光器５１、第１リターダ４１、パターンリターダ
４２及び第２偏光器５２などの各種光学部材を備える表示装置１００を開示し、これらの
各種光学部材によって外光の透過度を調節できることを特徴とする。
【００５５】
　表示装置１００の外光の透過度を調節するための一方法では、透明表示素子１０の一側
に液晶を配置させる。この場合、液晶を密封するために２枚のガラス基板が必要である。
しかし、本発明の一実施形態によれば、パターンリターダ４２及び各種光学部材特有の配
置によって、液晶使用時に望まれるさらなるガラス基板が必要なく、低電力で表示装置の
透過率を調節できるという効果がある。
【００５６】
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　そして、液晶の波長分散性は、フィルム状の光学部材である第１リターダ４１の波長分
散性とは異なり、液晶の波長分散性と光学部材の波長分散性とを合わせ難いため、表示装
置が全体的に波長分散性特性を持つようになる。ここで波長分散性とは、あらゆる波長の
光に対して均一なブラック（Ｂｌａｃｋ）状態や透過（Ｔｒａｎｓｐａｒｅｎｔ）状態に
ならない現象を意味する。しかし、本発明の一実施形態によれば、位相遅延値の異なるリ
ターダが繰り返して配列された固体型のパターンリターダ４２を使うため、光学部材であ
る第１リターダ４１とパターンリターダ４２との波長分散性を合わせやすい。これによっ
て、表示装置１００が透過モードである時に外光の透過率を増加させ、ブラックモードで
ある時に外光の透過率を減少させる。
【００５７】
　また液晶を用いて外光の透過度を調節するためには、液晶密封工程と透明表示素子製造
工程とが分離されないため工程が複雑である。そして、電気的方式で液晶の配列を調節す
ることで外光の透過度を調節せねばならない。しかし、本発明の一実施形態によれば、透
明表示素子１０の製造工程と固体型のパターンリターダ４２の製造工程とが完全に分離さ
れることで工程が単純化する。そして、本発明の一実施形態によれば、パターンリターダ
４２を機械的／物理的移動方式によって位置変更することで、簡単に外光の透過度を調節
できる。
【００５８】
　本発明の一実施形態によれば、表示装置１００が光を透過する透過モード（ｔｒａｎｓ
ｐａｒｅｎｔ　ｍｏｄｅ）である時、画像が具現される側に位置しているユーザが、第２
基板２の外側から第１基板１の外側方向に透過する第１外光６１を通じて第２基板２の外
側のイメージを観察する。一方、画像が具現される反対側に位置しているユーザも、第１
基板１の外側から第２基板２の外側に透過される第２外光６２を通じて第１基板１の外側
のイメージを観察する。ここで第１外光６１は、画像と同方向に出る外光であり、第２外
光６２は、第１外光６１と逆方向の外光である。
【００５９】
　また、表示装置１００が光を透過しないブラックモード（ｂｌａｃｋ　ｍｏｄｅ）であ
る時、画像が具現される側に位置しているユーザは、第２基板２の外側のイメージを観察
できない。一方、画像が具現される反対側に位置しているユーザも、第１基板１の外側の
イメージを観察できない。
【００６０】
　図４は、図１に示した透明表示素子１０に含まれた画素の一実施形態を示すものである
。そして、図５は、画素の他の実施形態を示すものである。
【００６１】
　画素は複数のサブ画素を含み、例えば、赤色サブ画素Ｐｒ、緑色サブ画素Ｐｇ、青色サ
ブ画素Ｐｂを含む。
【００６２】
　各サブ画素Ｐｒ、Ｐｇ、Ｐｂは、画素領域３１及び透過領域３２を備える。画素領域３
１には画素回路部３１１及び発光部３１２が備えられ、画素回路部３１１及び発光部３１
２は、重畳しないように互いに隣接して配される。それによって初めて、発光部３１２が
第１基板１の方向に背面発光する時、画素回路部３１１によって光路が邪魔されないから
である。
【００６３】
　画素領域３１に隣接して、外光を透過する透過領域３２が配される。
【００６４】
　透過領域３２は、図４に示したように、各サブ画素Ｐｒ、Ｐｇ、Ｐｂ別に独立して備え
られてもよく、図５に示したように、各サブ画素Ｐｒ、Ｐｇ、Ｐｂにかけて互いに連結さ
れるように備えられてもよい。すなわち、ディスプレイ部全体からみれば、画素は共通の
透過領域３２を介して互いに離隔している複数の画素領域３１を備えられる。図５による
実施形態の場合、外光が透過される透過領域３２の面積が広くなる効果があるため、ディ
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スプレイ部全体の透過率を高める。
【００６５】
　図５では、赤色サブ画素Ｐｒ、緑色サブ画素Ｐｇ及び青色サブ画素Ｐｂの透過領域３２
がいずれも連結されたと示したが、本発明は必ずしもこれに限定されるのではなく、赤色
サブ画素Ｐｒ、緑色サブ画素Ｐｇ及び青色サブ画素Ｐｂのうち互いに隣接しているいずれ
か２つのサブ画素の透過領域３２のみ互いに連結されるように備えられてもよい。
【００６６】
　図６は、図４及び図５に示したサブ画素Ｐｒ、Ｐｇ、Ｐｂのうちいずれか一つのサブ画
素の断面を示すものである。
【００６７】
　図６に示したように、画素領域３１の画素回路部３１１には薄膜トランジスタＴＲが配
されるが、図面に示したように必ずしも一つの薄膜トランジスタＴＲが配されることに限
定されるものではなく、この薄膜トランジスタＴＲを備えるピクセル回路が備えられる。
この画素回路には、薄膜トランジスタＴＲ以外にも複数の薄膜トランジスタ及びストレー
ジキャパシタがさらに備えられ、これらと連結されたスキャンライン、データライン及び
Ｖｄｄラインなどの配線がさらに備えられる。
【００６８】
　画素領域の発光部３１２には、発光素子である有機発光素子ＥＬが配される。この有機
発光素子ＥＬは、ピクセル回路の薄膜トランジスタＴＲと電気的に連結されている。
【００６９】
　初めに、第１基板１上にはバッファ膜２１１が形成され、このバッファ膜２１１上に薄
膜トランジスタＴＲを備えるピクセル回路が形成される。
【００７０】
　次に、バッファ膜２１１上には半導体活性層２１２が形成される。
【００７１】
　バッファ膜２１１は、不純元素の浸透を防止して表面を平坦化する役割を行うものであ
り、このような役割を行える多様な物質で形成される。一例として、バッファ膜２１１は
、シリコンオキサイド、シリコンナイトライド、シリコンオキシナイトライド、アルミニ
ウムオキサイド、アルミニウムナイトライド、チタンオキサイドまたはチタンナイトライ
ドなどの無機物や、ポリイミド、ポリエステル、アクリルなどの有機物またはこれらの積
層体で形成される。バッファ膜２１１は必須構成要素ではなく、必要に応じては備えられ
なくてもよい。
【００７２】
　半導体活性層２１２は多結晶シリコンに形成されるが、必ずしもこれに限定されるもの
ではなく、酸化物半導体で形成されうる。例えば、Ｇ－Ｉ－Ｚ－Ｏ層［（Ｉｎ２Ｏ３）ａ
（Ｇａ２Ｏ３）ｂ（ＺｎＯ）ｃ層］（ａ、ｂ、ｃは、それぞれａ≧０、ｂ≧０、ｃ＞０の
条件を満たす実数）でありうる。このように半導体活性層２１２を酸化物半導体で形成す
る場合には、画素領域３１のうち画素回路部３１１での光透過度がさらに高くなり、これ
によってディスプレイ部全体の外光透過度を上昇させる。
【００７３】
　半導体活性層２１２を覆うようにゲート絶縁膜２１３がバッファ膜２１１上に形成され
、ゲート絶縁膜２１３上にゲート電極２１４が形成される。
【００７４】
　ゲート電極２１４を覆うように、ゲート絶縁膜２１３上に層間絶縁膜２１５が形成され
、この層間絶縁膜２１５上にソース電極２１６及びドレイン電極２１７が形成され、それ
ぞれ半導体活性層２１２及びコンタクトホールを通じてコンタクトされる。
【００７５】
　前述のような薄膜トランジスタＴＲの構造は、必ずしも図示されたところに限定される
ものではなく、多様な形態の薄膜トランジスタの構造が適用できるということはいうまで
もない。
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【００７６】
　このような薄膜トランジスタＴＲを覆うようにパッシベーション膜２１８が形成される
。パッシベーション膜２１８は、上面の平坦化した単一または複数層の絶縁膜になる。こ
のパッシベーション膜２１８は無機物及び／または有機物で形成される。パッシベーショ
ン膜２１８は、画素領域３１及び透過領域３２をいずれも覆うように形成される。しかし
、これに限定されるものではなく、図示されていないが、パッシベーション膜２１８は透
過領域３２に対応する位置に開口部（図示せず）を備えることで透過領域３２の外光透過
効率をさらに高める。
【００７７】
　パッシベーション膜２１８上には、薄膜トランジスタＴＲと電気的に連結された有機発
光素子ＥＬの第１電極２２１が形成される。第１電極２２１は、あらゆるサブピクセル別
に独立したアイランド状に形成される。第１電極２２１は、画素領域３１内の発光部３１
２に位置し、画素回路部３１１と重畳しないように配される。
【００７８】
　パッシベーション膜２１８上には、有機及び／または無機絶縁物に備えられた画素定義
膜２１９が形成される。
【００７９】
　画素定義膜２１９は、第１電極２２１のエッジを覆って中央部は露出させるように第３
開口部２１９ａを持つ。一方、この画素定義膜２１９は画素領域３１を覆うように備えら
れるが、必ずしも画素領域３１全体を覆うように備えられるものではなく、少なくとも一
部、特に、第１電極２２１のエッジを覆うようにすればよい。この画素定義膜２１９は、
透過領域３２に対応する位置に第２開口部２１９ｂを備える。画素定義膜２１９が透過領
域３２には位置しないため、透過領域３２の外光透過効率がさらに高くなる。
【００８０】
　パッシベーション膜２１８及び画素定義膜２１９は、いずれも透明な物質からなる。絶
縁膜が透明な物質からなることで、透明表示素子１０の外光透過効率はさらに高くなる。
【００８１】
　第３開口部２１９ａを通じて露出された第１電極２２１上には、有機膜２２３及び第２
電極２２２が順に積層される。第２電極２２２は、第１電極２２１と対向して、有機膜２
２３及び画素定義膜２１９を覆って画素領域３１内に位置する。第２電極２２２は、少な
くとも画素領域３１に形成され、透過領域３２に対応する位置に第１開口部２２２ａを備
える。第２電極２２２が透過領域３２には位置しないことで、透過領域３２の外光透過効
率がさらに高くなる。一方、第１開口部２２２ａと第２開口部２１９ｂとは互いに連結さ
れる。
【００８２】
　有機膜２２３は、低分子または高分子有機膜が使われる。低分子有機膜を使う場合、ホ
ール注入層（ＨＩＬ：Ｈｏｌｅ　Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）、ホール輸送層（Ｈ
ＴＬ：Ｈｏｌｅ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａｙｅｒ）、発光層（ＥＭＬ：Ｅｍｉｓｓｉｏ
ｎ　Ｌａｙｅｒ）、電子輸送層（ＥＴＬ：Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｌａ
ｙｅｒ）、電子注入層（ＥＩＬ：Ｅｌｅｃｔｒｏｎ　Ｉｎｊｅｃｔｉｏｎ　Ｌａｙｅｒ）
などが単一あるいは複合の構造で積層して形成され、使用可能な有機材料も銅フタロシア
ニン（ＣｕＰｃ：ｃｏｐｐｅｒ　ｐｈｔｈａｌｏｃｙａｎｉｎｅ）、Ｎ，Ｎ－ジ（ナフタ
レン－１－イル）－Ｎ，Ｎ’－ジフェニル－ベンジジン（ＮＰＢ）、トリス（８－キノリ
ノラト）アルミニウム（Ａｌｑ３）などをはじめとして多様に適用できる。これら低分子
有機膜は、真空蒸着法で形成される。この時、ホール注入層、ホール輸送層、電子輸送層
、及び電子注入層などは共通層であり、赤色、緑色、青色のピクセルに共通に適用される
。
【００８３】
　第１電極２２１はアノード電極の機能を行い、第２電極２２２はカソード電極の機能を
行えるが、もちろん、これら第１電極２２１及び第２電極２２２の極性は互いに逆になっ
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てもよい。
【００８４】
　本発明の一実施形態によれば、第１電極２２１は透明電極になり、第２電極２２２は反
射電極になる。第１電極２２１は、ＩＴＯ、ＩＺＯ、ＺｎＯ、またはＩｎ２Ｏ３などの透
明な導電性物質を含んで備えられる。そして第２電極２２２は、すなわち、Ａｇ、Ｍｇ、
Ａｌ、Ｐｔ、Ｐｄ、Ａｕ、Ｎｉ、Ｎｄ、Ｉｒ、Ｃｒ、Ｌｉ、またはＣａなどで形成される
。よって、有機発光素子ＥＬは、第１電極２２１の方向に画像を具現する背面発光型（ｂ
ｏｔｔｏｍ　ｅｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｙｐｅ）になる。この場合、第２電極２２２もディス
プレイ部全体に電圧降下が起きないように十分な厚さで形成可能になって、大面積表示装
置１００に適用するのに十分である。
【００８５】
　図７は、本発明の他の実施形態による表示装置２００を概略的に示す断面図である。
【００８６】
　図７に示した表示装置２００は、図１に示した表示装置１００と異なって、透明表示素
子１０が前面発光（ｔｏｐ　ｅｍｉｓｓｉｏｎ）する有機発光表示装置でありうる。よっ
て、透明表示素子１０から順次に第１リターダ４１及び第１偏光器５１は、透明表示素子
１０が光を放出する第２基板２の外側に配される。一方、透明表示素子１０から順次にパ
ターンリターダ４２及び第２偏光器５２は、透明表示素子１０が光を放出しない側である
第１基板１の外側に配される。その外の構成要素は、前述した図１ないし図３の実施形態
の対応する構成要素とその機能が同一または類似しているので、これについての具体的な
説明は略する。
【００８７】
　本発明の一実施形態によれば、表示装置２００が光を透過する透過モード（ｔｒａｎｓ
ｐａｒｅｎｔ　ｍｏｄｅ）である時、画像が具現される側に位置しているユーザが、第１
基板１の外側から第２基板２の外側に透過される第１外光６１を通じて第１基板１の外側
のイメージを観察する。一方、画像が具現される反対側に位置しているユーザも、第２基
板２の外側から第１基板２の外側に透過される第２外光６２を通じて第２基板２の外側の
イメージを観察する。ここで第１外光６１は、画像と同方向に出る外光であり、第２外光
６２は、第１外光６１と逆方向の外光である。
【００８８】
　また、表示装置２００が光を透過しないブラックモードである時、画像が具現される側
に位置しているユーザは、第１基板１の外側のイメージを観察できない。一方、画像が具
現される反対側に位置しているユーザも、第２基板２の外側のイメージを観察できない。
【００８９】
　図８は、図７に示した透明表示素子１０に含まれた画素の一実施形態を示すものである
。そして、図９は、画素の他の実施形態を示すものである。
【００９０】
　図８及び図９に示した画素は、図４及び図５に示した画素とは異なって、画素領域３１
に備えられる画素回路部３１１及び発光部３１２が互いに重畳するように配される。発光
部３１２が第２基板２の方向に前面発光するので、画素回路部３１１と発光部３１２とが
互いに重畳してもよい。これに加えて、発光部３１２がピクセル回路を備える画素回路部
３１１を遮蔽することで、ピクセル回路による光干渉を排除できる特徴がある。その他の
構成要素は、前述した図４及び図５の実施形態の対応する構成要素とその機能が同一また
は類似しているので、これについての具体的な説明は略する。
【００９１】
　透過領域３２は、図８に示したように、各サブ画素Ｐｒ、Ｐｇ、Ｐｂ別に独立して備え
られてもよく、図９に示したように、各サブ画素Ｐｒ、Ｐｇ、Ｐｂにかけて互いに連結さ
れるように備えられてもよい。
【００９２】
　図１０は、図８及び図９に示したサブ画素Ｐｒ、Ｐｇ、Ｐｂのうちいずれか一つのサブ
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画素の断面を示すものである。
【００９３】
　図１０に示したように、画素回路部３１１には薄膜トランジスタＴＲが配され、発光部
３１２には発光素子である有機発光素子ＥＬが配される。
【００９４】
　第１基板１上にバッファ膜２１１が形成され、バッファ膜２１１上に半導体活性層２１
２が形成され、半導体活性層２１２上にゲート絶縁膜２１３、ゲート電極２１４、層間絶
縁膜２１５が形成される。層間絶縁膜２１５上にはソースドレイン電極２１６、２１７が
形成される。このような薄膜トランジスタＴＲを覆うように、絶縁膜の一種であるパッシ
ベーション膜２１８が形成される。パッシベーション膜２１８は、画素領域３１及び透過
領域３２をいずれも覆うように形成される。しかし、これに限定されるものではなく、図
示されていないが、パッシベーション膜２１８は、透過領域３２に対応する位置に開口部
（図示せず）を備えることで透過領域の外光透過効率をさらに高める。
【００９５】
　パッシベーション膜２１８上には、薄膜トランジスタＴＲと電気的に連結された有機発
光素子ＥＬの第１電極２２１が形成される。第１電極２２１は画素領域３１内の発光部３
１２に位置し、画素回路部３１１と重畳して画素回路部３１１を遮蔽するように配される
。
【００９６】
　パッシベーション膜２１８上には、有機及び／または無機絶縁物からなる画素定義膜２
１９が形成される。
【００９７】
　画素定義膜２１９は、第１電極２２１のエッジを覆って中央部は露出させるように第３
開口部２１９ａを持つ。一方、この画素定義膜２１９は、画素領域３１を覆うように備え
られるが、必ずしも画素領域３１全体を覆うように備えられるものではなく、少なくとも
一部、特に、第１電極２２１の端を覆うようにすればよい。この画素定義膜２１９は、透
過領域３２に対応する位置に第２開口部２１９ｂを備える。画素定義膜２１９が透過領域
３２には位置しないため、透過領域３２の外光透過効率がさらに高くなる。
【００９８】
　パッシベーション膜２１８及び画素定義膜２１９はいずれも透明な物質からなる。絶縁
膜が透明な物質からなることで、透明表示素子１０の外光透過効率はさらに高くなる。
【００９９】
　第３開口部２１９ａを通じて露出された第１電極２２１上には、有機膜２２３及び第２
電極２２２が順に積層される。第２電極２２２は少なくとも画素領域３１に形成され、透
過領域３２に対応する位置に第１開口部２２２ａを備える。第２電極２２２が透過領域３
２には位置しないため、透過領域３２の外光透過効率がさらに高くなる。一方、第１開口
部２２２ａと第２開口部２１９ｂとは互いに連結される。
【０１００】
　図１０に示した本発明の一実施形態によれば、ここで第１電極２２１は、透明な導電体
及び反射膜の積層構造で形成され、第２電極２２２は、半反射半透過電極になる。ここで
透明な導電体は、仕事関数の高いＩＴＯ、ＩＺＯ、ＺｎＯ、またはＩｎ２Ｏ３などからな
る。一方、反射膜は、Ａｇ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｐｔ、Ｐｄ、Ａｕ、Ｎｉ、Ｎｄ、Ｉｒ、Ｃｒ、
Ｌｉ、Ｃａ、Ｍｏ及びこれらの合金からなる群から選択された少なくとも一つの金属を含
むことを特徴とする。ここで第１電極２２１は、画素領域３１内に形成される。
【０１０１】
　第２電極２２２は、Ａｇ、Ｍｇ、Ａｌ、Ｐｔ、Ｐｄ、Ａｕ、Ｎｉ、Ｎｄ、Ｉｒ、Ｃｒ、
Ｌｉ、Ｃａ、Ｍｏまたはこれらの合金などで形成される。ここで第２電極２２２は、透過
率が高いように１００ないし３００Åの厚さの薄膜で形成することが望ましい。よって、
有機発光素子ＥＬは、第２電極２２２の方向に画像を具現する前面発光型になる。
【０１０２】
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　図１１は、本発明の一実施形態による表示装置の動作を概略的に説明するための図面で
ある。
【０１０３】
　図１１を参照すれば、表示装置３００は、タブレットコンピュータ、メディア保存装置
、携帯電話、個人携帯端末などの映像を処理及び表示する電子装置である。表示装置３０
０は、第１偏光器５１、第１リターダ４１、透明表示素子１０、パターンリターダ４２及
び第２偏光器５２を備える。図１１に示した表示装置３００は、図１及び図７に示した表
示装置１００、２００である。そして、表示装置３００は、制御部７０及び位置変更部８
０を備える。以下では、図１及び図７の実施形態と対応する構成要素についての具体的な
説明は略する。
【０１０４】
　透明表示素子１０は、画素領域３１と透過領域３２とが列方向（ｙ軸）に繰り返して配
列されたパターンを持つ。パターンリターダ４２は、第２リターダ４２１及び第３リター
ダ４２２が、透明表示素子１０の画素領域３１及び透過領域３２に対応して列方向に繰り
返して配列されたパターンを持つ。
【０１０５】
　制御部７０は、透明表示素子１０の駆動のためのドライバＩＣ（図示せず）を備える。
ドライバＩＣは、透明表示素子１０のディスプレイ部に形成された複数のスキャンライン
Ｓにスキャン信号を印加するスキャンドライバ、及び複数のデータラインＤにデータ信号
を印加するデータドライバを備える。そして、制御部７０は、外光の透過率制御のための
制御信号を位置変更部８０に出力する。
【０１０６】
　位置変更部８０は制御信号によって、パターンリターダ４２を所定距離ほど機械的／物
理的に移動させ、透明表示素子１０との相対的な位置を変化させる。例えば、位置変更部
８０は、パターンリターダ４２を垂直方向（ｙ軸）に上下移動させることで、透明表示素
子１０を透過する外光の透過率を制御する。パターンリターダ４２の位置変化量（移動距
離）は、画素ピッチの略半分（１／２）に対応する。例えば、パターンリターダ４２の位
置変化量は約２００μｍである。
【０１０７】
　図１２Ａないし図１２Ｃは、図１１に示した透明表示素子とパターンリターダとの相対
的な位置変化を説明する例示図である。図１２Ａないし図１２Ｃの点線は、透明表示素子
１０とパターンリターダ４２との位置対応関係を説明するために示した。
【０１０８】
　図１２Ａに示したように、初期に、パターンリターダ４２は、入射光を＋λ／４ほど位
相遅延させる第３リターダ４２２が透明表示素子１０の画素領域３１に対応し、入射光を
－λ／４ほど位相遅延させる第２リターダ４２１が、透明表示素子１０の透過領域３２に
対応するように配される。
【０１０９】
　表示装置３００は位置変更部８０を用いて、パターンリターダ４２を垂直方向（ｙ軸）
に上下移動を制御することで、透明表示素子１０とパターンリターダ４２との相対的位置
を変更させて外光の透過率を制御する。
【０１１０】
　図１２Ｂに示したように、パターンリターダ４２は下方に所定距離移動するか、または
、図１２Ｃに示したように、パターンリターダ４２は上方に所定距離移動し、パターンリ
ターダ４２の入射光を－λ／４ほど位相遅延させる第２リターダ４２１が透明表示素子１
０の画素領域３１に対応し、入射光を＋λ／４ほど位相遅延させる第３リターダ４２２が
透明表示素子１０の透過領域３２に対応するように配される。
【０１１１】
　しかし、本発明の実施形態はこれに限定されず、初期にパターンリターダ４２は、入射
光を－λ／４ほど位相遅延させる第２リターダ４２１が透明表示素子１０の画素領域３１
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に対応し、入射光を＋λ／４ほど位相遅延させる第３リターダ４２２が透明表示素子１０
の透過領域３２に対応するように配される。そして、パターンリターダ４２を上方または
下方に所定距離移動させて、パターンリターダ４２は、入射光を＋λ／４ほど位相遅延さ
せる第３リターダ４２２が透明表示素子１０の画素領域３１に対応し、入射光を－λ／４
ほど位相遅延させる第２リターダ４２１が透明表示素子１０の透過領域３２に対応するよ
うに配される。
【０１１２】
　図１３は、本発明の他の実施形態による表示装置の動作を概略的に説明するための図面
である。
【０１１３】
　図１３に示した表示装置４００は、図１１に示した表示装置３００とは異なって、透明
表示素子１０は、画素領域３１及び透過領域３２が行方向（ｘ軸）に繰り返して配列され
たパターンを持ち、パターンリターダ４２は、第２リターダ４２１及び第３リターダ４２
２が透明表示素子１０の画素領域３１及び透過領域３２に対応して行方向に繰り返して配
列されたパターンを持つ。よって、位置変更部８０は、制御部７０が出力する制御信号に
よって、パターンリターダ４２を水平方向（ｘ軸）に左右移動させることで、透明表示素
子１０を透過する外光の透過率を制御する。パターンリターダ４２の位置変化量（移動距
離）は、画素ピッチの略半分（１／２）に対応する。
【０１１４】
　その外の構成要素は、前述した図１１の実施形態の対応する構成要素とその機能が同一
または類似しているので、これについての具体的な説明は略する。
【０１１５】
　図１４Ａないし図１４Ｃは、図１３に示した透明表示素子とパターンリターダとの相対
的な位置変化を説明する例示図である。図１４Ａないし図１４Ｃの点線は、透明表示素子
１０とパターンリターダ４２との位置対応関係を説明するために示した。
【０１１６】
　図１４Ａに示したように、初期に、パターンリターダ４２は、入射光を＋λ／４ほど位
相遅延させる第３リターダ４２２が透明表示素子１０の画素領域３１に対応し、入射光を
－λ／４ほど位相遅延させる第２リターダ４２１が透明表示素子１０の透過領域３２に対
応するように配される。
【０１１７】
　表示装置３００は位置変更部８０を用いて、図１４Ｂに示したように、パターンリター
ダ４２を左方に所定距離移動させるか、または、図１４Ｃに示したように、パターンリタ
ーダ４２を右方に所定距離移動させて、パターンリターダ４２の入射光を－λ／４ほど位
相遅延させる第２リターダ４２１が透明表示素子１０の画素領域３１に対応し、入射光を
＋λ／４ほど位相遅延させる第３リターダ４２２が透明表示素子１０の透過領域３２に対
応するように配される。
【０１１８】
　しかし、本発明の実施形態はこれに限定されず、初期にパターンリターダ４２は、入射
光を－λ／４ほど位相遅延させる第２リターダ４２１が透明表示素子１０の画素領域３１
に対応し、入射光を＋λ／４ほど位相遅延させる第３リターダ４２２が透明表示素子１０
の透過領域３２に対応するように配される。そして、パターンリターダ４２を左方または
右方に所定距離移動させ、パターンリターダ４２は、入射光を＋λ／４ほど位相遅延させ
る第３リターダ４２２が透明表示素子１０の画素領域３１に対応し、入射光を－λ／４ほ
ど位相遅延させる第２リターダ４２１が透明表示素子１０の透過領域３２に対応するよう
に配される。
【０１１９】
　図１５及び図１６は、本発明の一実施形態による偏光板とリターダとの組み合わせによ
る表示装置の外光透過率調節を説明する図面である。図１５及び図１６で、画像の方向と
逆方向に進む光、すなわち、前面入射光である第２外光６２と、画像の方向と同方向に進
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む光、すなわち、背面入射光である第１外光６１と、を用いて説明する。
【０１２０】
　図１５は、図１２Ａまたは図１４Ａに示した透明表示素子とパターンリターダとの相対
的な位置関係による表示装置の外光透過率調節を説明する図面である。
【０１２１】
　図１５を参照すれば、入射光を－１／４波長（－λ／４）ほど遅延させるパターンリタ
ーダ４２の第２リターダ４２１が透明表示素子１０の透過領域３２に対応するように、透
明表示素子１０とパターンリターダ４２との相対的な位置が制御される。第１リターダ４
１は、前述したように入射光を＋１／４波長（＋λ／４）ほど遅延させる位相遅延器であ
る。よって、第１リターダ４１とパターンリターダ４２の第２リターダ４２１とは、その
入射光を、絶対値のサイズは同じものの方向が相異なるように位相遅延させる。これに加
えて、第１偏光器５１及び第２偏光器５２は互いに同じ方向の偏光軸を持つ。
【０１２２】
　第２外光６２は、第１偏光器５１を経つつ線形偏光された第２ａ外光６２ａになる。第
２ａ外光６２ａは、第１リターダ４１を経つつ位相が＋１／４波長（＋λ／４）ほど遅延
した第２ｂ外光６２ｂになる。第２ｂ外光６２ｂは、透明表示素子１０の透過領域３２を
通過し、パターンリターダ４２の第２リターダ４２１を経つつ位相が再び－１／４波長（
－λ／４）ほど遅延した第２ｃ外光６２ｃになる。第２ｃ外光６２ｃは、第２偏光器５２
を経つつ線形偏光された第２ｄ外光６２ｄになる。
【０１２３】
　第１外光６１は、第２偏光器５２を経つつ線形偏光された第１ａ外光６１ａになる。第
１ａ外光６１ａは、パターンリターダ４２の第２リターダ４２１を経つつ位相が－１／４
波長（－λ／４）ほど遅延した第１ｂ外光６１ｂになる。第１ｂ外光６１ｂは透明表示素
子１０の透過領域３２を通過し、第１リターダ４１を経つつ位相が再び＋１／４波長（＋
λ／４）ほど遅延した第１ｃ外光６１ｃになる。第１ｃ外光６１ｃは、第１偏光器５１を
経つつ線形偏光された第１ｄ外光６１ｄになる。
【０１２４】
　結果的に、図１５のように、第１偏光器５１及び第２偏光器５２が同方向の偏光軸を持
ち、パターンリターダ４２の透過領域３２に対応するリターダが第１リターダ４１と互い
に異なる位相遅延値を持つようにパターンリターダ４２の位置が制御される場合、第１外
光６１及び第２外光６２は透過される。すなわち、パターンリターダ４２の位置制御によ
って透過される外光の位相遅延値を定めることで、表示装置の透過モードを容易に具現す
る。
【０１２５】
　一方、ユーザは、透明表示素子１０の画素領域３１から放出される光によって、画像を
見られる。
【０１２６】
　図１６は、図１２Ｂ、図１２Ｃ、図１４Ｂまたは図１４Ｃに示した透明表示素子とパタ
ーンリターダとの相対的な位置関係による表示装置の外光透過率調節を説明する図面であ
る。
【０１２７】
　図１６を参照すれば、入射光を＋１／４波長（＋λ／４）ほど遅延させるパターンリタ
ーダ４２の第３リターダ４２２が透明表示素子１０の透過領域３２に対応するように、透
明表示素子１０とパターンリターダ４２との相対的な位置が制御される。第１リターダ４
１は、前述したように入射光を＋１／４波長（＋λ／４）ほど遅延させる位相遅延器であ
る。よって、第１リターダ４１とパターンリターダ４２の第３リターダ４２２とは、入射
光を同じサイズ及び同方向に位相遅延させる。これに加えて、第１偏光器５１と第２偏光
器５２とは互いに同じ方向の偏光軸を持つ。
【０１２８】
　第２外光６２は、第１偏光器５１を経つつ線形偏光された第２ａ外光６２ａになる。第
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２ａ外光６２ａは、第１リターダ４１を経つつ位相が＋１／４波長（＋λ／４）ほど遅延
した第２ｂ外光６２ｂになる。第２ｂ外光６２ｂは透明表示素子１０の透過領域３２を通
過し、パターンリターダ４２の第３リターダ４２２を経つつ位相が再び＋１／４波長（＋
λ／４）ほど遅延した第２ｃ外光６２ｃになる。第２ｃ外光６２ｃは、第２偏光器５２を
経つつ第１偏光器５１と同方向に線形偏光され、第２ｃ外光６２ｃは遮断される。
【０１２９】
　第１外光６１は、第２偏光器５２を経つつ線形偏光された第１ａ外光６１ａになる。第
１ａ外光６１ａは、パターンリターダ４２の第３リターダ４２２を経つつ位相が＋１／４
波長（－λ／４）ほど遅延した第１ｂ外光６１ｂになる。第１ｂ外光６１ｂは透明表示素
子１０の透過領域３２を通過し、第１リターダ４１を経つつ位相が再び＋１／４波長（＋
λ／４）ほど遅延した第１ｃ外光６１ｃになる。第１ｃ外光６１ｃは、第１偏光器５１を
経つつ第２偏光器５２と同方向に線形偏光され、第１ｃ外光６１ｃは遮断される。
【０１３０】
　結果的に、図１６のように、第１偏光器５１及び第２偏光器５２が同方向の偏光軸を持
ち、パターンリターダ４２の透過領域３２に対応するリターダが第１リターダ４１と互い
に同じ位相遅延値を持つように位置制御される場合、第１外光６１及び第２外光６２は遮
断される。すなわち、パターンリターダ４２の位置制御によって透過される外光の位相遅
延値を定めることで、表示装置３００のブラックモードを容易に具現する。
【０１３１】
　一方、ユーザは、透明表示素子１０の画素領域３１から放出される光によって画像を見
ることができる。
【０１３２】
　本発明の実施形態は、図１５及び図１６のように、第１偏光器５１及び第２偏光器５２
が同方向の偏光軸を持ち、パターンリターダ４２の物理的移動によって透明表示素子１０
とパターンリターダ４２との相対的位置を制御することで、表示装置３００の透過モード
とブラックモードとのスイチングを容易に具現する。
【０１３３】
　図１７及び図１８は、本発明の他の実施形態による偏光板とリターダとの組み合わせに
よる表示装置の外光透過率調節を説明する図面である。図１７及び図１８で、画像の方向
と逆方向に進む光、すなわち、前面入射光である第２外光６２と、画像の方向と同方向に
進む光、すなわち、背面入射光である第１外光６１とを用いて説明する。
【０１３４】
　図１７は、図１２Ａまたは図１４Ａに示した透明表示素子とパターンリターダとの相対
的な位置関係による表示装置の外光透過率調節を説明する図面である。
【０１３５】
　図１７を参照すれば、入射光を－１／４波長（－λ／４）ほど遅延させるパターンリタ
ーダ４２の第２リターダ４２１が透明表示素子１０の透過領域３２に対応するように、透
明表示素子１０とパターンリターダ４２との相対的な位置が制御される。第１リターダ４
１は、前述したように入射光を＋１／４波長（＋λ／４）ほど遅延させる位相遅延器であ
る。よって、第１リターダ４１とパターンリターダ４２の第２リターダ４２１とは、入射
光を絶対値のサイズは同じものの方向が相異なるように位相遅延させる。これに加えて、
第１偏光器５１と第２偏光器５２とは、互いに直交する方向の偏光軸を持つ。
【０１３６】
　第２外光６２は、第１偏光器５１を経つつ線形偏光された第２ａ外光６２ａになる。第
２ａ外光６２ａは、第１リターダ４１を経つつ位相が＋１／４波長（＋λ／４）ほど遅延
した第２ｂ外光６２ｂになる。第２ｂ外光６２ｂは透明表示素子１０の透過領域３２を通
過し、パターンリターダ４２の第２リターダ４２１を経つつ位相が再び－１／４波長（－
λ／４）ほど遅延した第２ｃ外光６２ｃになる。第２ｃ外光６２ｃは、第２偏光器５２を
経つつ第１偏光器５１と異なる方向に線形偏光され、第２ｃ外光６２ｃは遮断される。
【０１３７】
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　第１外光６１は、第２偏光器５２を経つつ線形偏光された第１ａ外光６１ａになる。第
１ａ外光６１ａは、第２リターダ４２１を経つつ位相が－１／４波長（－λ／４）ほど遅
延した第１ｂ外光６１ｂになる。第１ｂ外光６１ｂは、透明表示素子１０の透過領域３２
を通過し、第１リターダ４１を経つつ位相が再び＋１／４波長（＋λ／４）ほど遅延した
第１ｃ外光６１ｃになる。第１ｃ外光６１ｃは、第１偏光器５１を経つつ第２偏光器５２
と異なる方向に線形偏光され、第１ｃ外光６１ｃは遮断される。
【０１３８】
　結果的に、図１６のように、第１偏光器５１及び第２偏光器５２が互いに垂直である偏
光軸を持ち、パターンリターダ４２の透過領域３２に対応するリターダが第１リターダ４
１と互いに異なる位相遅延値を持つようにパターンリターダ４２の位置が制御される場合
、第１外光６１及び第２外光６２は遮断される。すなわち、パターンリターダ４２の位置
制御によって透過される外光の位相遅延値を定めることで、表示装置３００のブラックモ
ードを容易に具現する。
【０１３９】
　一方、ユーザは、透明表示素子１０の画素領域３１から放出される光によって画像を見
られる。
【０１４０】
　図１８は、図１２Ｂ、図１２Ｃ、図１４Ｂまたは図１４Ｃに示した透明表示素子とパタ
ーンリターダとの相対的な位置関係による表示装置の外光透過率調節を説明する図面であ
る。
【０１４１】
　図１８を参照すれば、入射光を＋１／４波長（＋λ／４）ほど遅延させるパターンリタ
ーダ４２の第３リターダ４２２が透明表示素子１０の透過領域３２に対応するように、透
明表示素子１０とパターンリターダ４２との相対的な位置が制御される。第１リターダ４
１は、前述したように入射光を＋１／４波長（＋λ／４）ほど遅延させる位相遅延板であ
る。よって、第１リターダ４１とパターンリターダ４２の第３リターダ４２２とは、同じ
サイズ及び同方向に位相遅延させる。これに加えて、第１偏光器５１と第２偏光器５２と
は、互いに直交する方向の偏光軸を持つ。
【０１４２】
　第２外光６２は、第１偏光器５１を経つつ線形偏光された第２ａ外光６２ａになる。第
２ａ外光６２ａは、第１リターダ４１を経つつ位相が＋１／４波長（＋λ／４）ほど遅延
した第２ｂ外光６２ｂになる。第２ｂ外光６２ｂは透明表示素子１０の透過領域３２を通
過し、パターンリターダ４２の第３リターダ４２２を経つつ位相が再び＋１／４波長（＋
λ／４）ほど遅延した第２ｃ外光６２ｃになる。第２ｃ外光６２ｃは、第２偏光器５２を
経つつ第１偏光器５１と異なる方向に線形偏光され、第２ｄ外光６２ｄになる。
【０１４３】
　第１外光６１は、第２偏光器５２を経つつ線形偏光された第１ａ外光６１ａになる。第
１ａ外光６１ａは、パターンリターダ４２の第３リターダ４２２を経つつ位相が＋１／４
波長（＋λ／４）ほど遅延した第１ｂ外光６１ｂになる。第１ｂ外光６１ｂは透明表示素
子１０の透過領域３２を通過し、第１リターダ４１を経つつ位相が再び＋１／４波長（＋
λ／４）ほど遅延した第１ｃ外光６１ｃになる。第１ｃ外光６１ｃは、第１偏光器５１を
経つつ第２偏光器５２と異なる方向に線形偏光され、第１ｄ外光６１ｄになる。
【０１４４】
　結果的に、図１８のように、第１偏光器５１及び第２偏光器５２が互いに垂直である偏
光軸を持ち、パターンリターダ４２の透過領域３２に対応するリターダが第１リターダ４
１と同じ位相遅延値を持つように位置制御される場合、第１外光６１及び第２外光６２は
透過される。すなわち、パターンリターダ４２の位置制御によって位相遅延値を定めるこ
とで、表示装置３００の透過モードを容易に具現する。
【０１４５】
　一方、ユーザは、透明表示素子１０の画素領域３１から放出される光によって画像を見
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られる。
【０１４６】
　本発明の実施形態は、図１７及び図１８のように、第１偏光器５１及び第２偏光器５２
が互いに垂直方向の偏光軸を持ち、パターンリターダ４２の物理的移動によって透明表示
素子１０とパターンリターダ４２との相対的位置を制御することで、表示装置３００のブ
ラックモード及び透過モードのスイチングを容易に具現する。
【０１４７】
　図１９は、本発明の他の実施形態による表示装置５００を概略的に示す断面図である。
【０１４８】
　図１９の表示装置５００は、透明表示装置１０が放出する光路上に第１円偏光器７１を
配し、透明表示装置１０が放出する光路の反対側に第２円偏光器７２を配する。第１円偏
光器７１は、前述した表示装置１００ないし４００の第１リターダ４１及び第１偏光器５
１の組み合わせを入れ替え、第２円偏光器７２は、パターンリターダ４２及び第２偏光器
５２の組み合わせを入れ替える。その外の構成要素は、前述した表示装置１００ないし４
００の対応する構成要素とその機能及び動作が同一または類似しているので、これについ
ての具体的な説明は略する。
【０１４９】
　第１円偏光器７１は、入射される光を＋１／４波長（＋λ／４）ほど位相遅延させつつ
円形偏光させる。第２円偏光器７２は、第１円偏光器７２と同一または垂直方向の偏光軸
を持ち、入射される光を－１／４波長（－λ／４）ほど位相遅延させる第１遅延領域と、
入射される光を＋１／４波長（＋λ／４）ほど位相遅延させる第２遅延領域とが繰り返し
て形成されたパターンを持つ。第１遅延領域と第２遅延領域とは、互いに延伸軸が垂直で
ある。
【０１５０】
　したがって、表示装置５００は、第２円偏光器７２のパターン方向に沿って第１遅延領
域または第２遅延領域が透明表示素子の透過領域３２に対応するように、位置変更部８０
によって第２円偏光器７２を上下または左右に一定距離移動させることで、表示装置５０
０の外光を透過または遮断する。
【０１５１】
　図１９の実施形態による表示装置５００は、前述した実施形態による表示装置１００な
いし４００がリターダ及び線偏光器を配する２回の工程を、円偏光器を配する１回の工程
に低減して表示装置５００を製造する。また、リターダのＡＲ（Ａｎｔｉ－Ｒｅｆｌｅｃ
ｔ）特性を別途に合わせる必要なく、円偏光器でＡＲ特性を合わせることで工程が簡素化
する。
【０１５２】
　本発明は、添付した図面に示した一実施形態を参照として説明されたが、これは例示的
なものに過ぎず、当業者ならば、これから多様な変形及び均等な他の実施形態が可能であ
るという点を理解できるであろう。したがって、本発明の真の保護範囲は添付した特許請
求の範囲のみによって定められなければならない。
【産業上の利用可能性】
【０１５３】
　本発明は、表示装置関連の技術分野に好適に用いられる。
【符号の説明】
【０１５４】
　　１００、２００、３００、４００　　表示装置
　　１０　透明表示素子
　　３１　画素領域（第１領域）
　　３２　透過領域（第２領域）
　　４１　第１リターダ
　　４２　パターンリターダ
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　　４２１　第２リターダ
　　４２２　第３リターダ
　　５１　第１偏光器
　　５２　第２偏光器
　　６１　第１外光
　　６２　第２外光
　　７０　制御部
　　８０　位置変更部
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